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ＩＲって? 
◆統合型リゾート／成⾧戦略として注目 

 
 最近のニュースでこの言葉を知ったブン子さん。北陸経済
研究所（富山市）の藤貴伸研究員に質問しました。 
 
 Ｑ－何のことかな。 

 Ａ－カジノや宿泊・商業施設、国際会議場などが集まった
複合施設のことです。日本語では「統合型リゾート」と呼ん
でいます。シンガポールにある「マリーナ・ベイ・サンズ」
が特に有名です。 

 Ｑ－注目される理由は。 

 Ａ－安倍晋三政権が成⾧戦略の中に盛り込んだためです。魅力的なＩＲ施設を国内に整
備することで、訪日外国人観光客の増加や地域経済の活性化、施設からの税収による財政
の健全化などにつなげることを狙っています。 

 Ｑ－いいことだけかしら。 

 Ａ－問題もあります。カジノができることで、ギャンブル依存症の増加や、反社会的勢
力の介入につながることを懸念する声も上がっています。ＩＲの整備は慎重に進める必要
があるでしょう。 

 Ｑ－いつごろできるの。 

 Ａ－２０１６年に「ＩＲ推進法」、昨年には整備する上でのルールや基準を示した「Ｉ
Ｒ実施法」がそれぞれ成立しています。ＩＲ実施法では、カジノ施設の広告表示やＩＲ施
設全体に占めるカジノ施設の床面積の割合などに制限が設けられました。 

 今後は国土交通省がＩＲを整備する地域の選定基準などを定めた基本方針を公表する予
定です。ＩＲ誘致を目指す自治体は準備を本格化させ、早ければ２０年代半ばにもＩＲ施
設が開業する見通しです。 

 Ｑ－どこにできるのかな。 

 Ａ－現時点で大阪府・大阪市や横浜市、和歌山
県、⾧崎県など多数の自治体が誘致を目指してい
ます。しかし、ＩＲ実施法では当面、ＩＲ施設を
全国３か所に限定するとしています。そのため、
誘致を目指す自治体間の競争は激しくなりそうで
す。 

 


